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研究報告
中学校社会科地理における文化遺産を活用した授業開発
－世界遺産教育やESDの概念をふまえて－
菊地 達夫
北翔大学短期大学部こども学科
抄 録
本報告は，文化遺産を活用しながら，ESDの概念やその関連をふまえつつ，中学校社会科
地理の授業開発を行うものである。具体的には，世界遺産教育とESDの概念を取り上げ，両
者の共通点と相違点を浮き彫りにする。続いて，世界遺産教育とESD（地理教育）の課題を
取り上げ，課題解決に向けた方向性を示す。その上で，ビール工場跡地（文化遺産）を活用し
ながら，中核的事象「文化の歴史的背景」，関連事象「自然環境」「産業」として，北海道地方
の地域的特色を理解させるための地理授業の開発を行った。
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Ⅰ．は じ め に
ESDとは，持続可能な開発のための教育であり，教
育振興基本計画や新旧学習指導要領において「持続可能
な社会の構築」を目指すものと明記された。ESDは，
2002年，日本政府が，ヨハネスブルク・サミットにおい
て，「国連ESDの10年国際実施計画」を提案し，同年の
国連総会に採択されたことで本格化した。その10年と
は，2005年から2014年までであった。
地理教育では，ESDの概念に早くから注目し，理論
の構築や授業開発に関する研究成果をあげている。例え
ば，中山他偏（2011）では，地理教育におけるESDの
理論と実践（授業開発）を体系的にまとめた初めての成
果として高く評価されている。他方，授業開発は，教科
内容の範囲に留まり，関連分野との接点を探るような動
きは弱い。そうした中，阪上（2012）は，高等学校地理
において他教科等との連携（クロス・カリキュラム）の
在り方を示し，地理Bと物理のESD授業開発を行っ
た。また，学習対象も，環境問題や環境保全を中心とし
たものにやや偏りがある。ESDは，学際的な取り組み
を期待するものであり，環境を軸としながらも，どのよ
うに他の内容との関係性を築けるか，急務の課題となろ
う。
本稿は，文化遺産を活用しながら，ESDの概念やそ
の関連をふまえつつ，中学校社会科地理の授業開発を行
うものである。文化遺産に着目する理由は，旧版学習指
導要領において，「伝統と文化の尊重」に関連する教科
として社会科を例示していること，文化遺産は，世界遺
産の一部にあり，その教材化として世界遺産教育を推進
する動きがあること。加えて，世界遺産教育の概念は，
ESDの概念と一致するところがある。
筆者は，地理授業の開発をしつつ，その教材を他分野
や他教科と連携することに興味関心がある。また，文化
遺産の活用は，これまでの地理教育のESDの課題解決
にも寄与するものと考えた。
筆者は，北海道地方の地域的特色を学習対象とする授
業実践や開発として，別稿（2013・2012）で取り上げて
いる。菊地・菅谷（2013）では，中核的事象として「環
境問題・環境保全」を挙げ，教材として各種発電所の分
布と自然環境の関係性から地域的特色を思考させる授業
実践を報告した。本授業実践の課題として，各種発電所
の分布からの考察が，単なる立地要因を探るような流れ
となり，北海道地方の地域的特色の位置付けとして不十
分であった。また，菊地（2012）では，中核的事象とし
て，「産業」を挙げ，石炭採掘（鉱業）から，自然環境
と他地域との結び付きを関連させる授業開発を行い，北
海道地方の地域的特色を位置付けようとした。いずれ
も，北海道地方の地域的特色を目指した授業実践や開発
であり，その他の視点を含むことはなかった。本稿の授
業開発では，菊地・菅谷（2013）で課題とした点（中核
的事象を通じた北海道地方の地域的特色の明確化）につ
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いて，改善・工夫を図ることも含む。
以下では，世界遺産教育とESDの概念を取り上げ，
両者の共通点と相違点を浮き彫りにする。続いて，世界
遺産教育とESD（地理教育）の課題を取り上げ，課題
解決に向けた方向性を示す。その上で，新たな切り口と
して，文化遺産を活用した地理授業の開発を行う。
Ⅱ．世界遺産教育とESDの概念
1．世界遺産教育の概念
「世界遺産条約」第27条には，「締約国は教育を通じ
て，自国民が世界遺産を尊重するように努めること」を
明記している。他方，世界遺産の登録になると，その後
は極端な観光活用へ偏りがちになる。その結果，観光客
の増加によって，景観破壊や生態系の被害が生じ，遺産
の価値を低下させたところがある。このようなことか
ら，ユネスコでは，1994年，世界遺産教育の推進を始め
た。
世界遺産教育とは，世界遺産の価値に気付き，大切に
保存しようとする態度，未来に伝える義務があるという
当事者意識，そのために何ができるかという実践的な意
識や技術など，統合的な教育を目指している。具体的に
は，世界遺産についての教育，世界遺産のための教育，
世界遺産を通しての教育の3種に分かれる。
世界遺産についての教育とは，「世界遺産条約」が締
結された理由，世界遺産の種類，構成物の様子，構成物
がどのような基準で登録され，なぜ残ったのかを知るこ
とを教育内容としている。
世界遺産のための教育とは，世界遺産の保存や保全に
対する態度，世界遺産を保護して次世代に伝承しようと
する当事者意識といった倫理やモラルを教育内容として
いる。
世界遺産を通しての教育とは，世界遺産を切り口にし
て，国際理解教育，平和教育，人権教育，環境教育など
に迫る教育内容である。とりわけ，社会科教育，地理教
育といった教科学習も，この教育の一部となる。
日本では，2007年，奈良教育大学で世界遺産教育の
ワークショップを開催した。以後，奈良教育大学が，世
界遺産教育の牽引役になっている。
2．ESDの概念
ESD-Jによれば，ESDとは，「持続可能な社会の実現
を目指し，一人ひとりが，世界の人々や将来世代，また
環境との関係性の中で生きていることを認識し，より良
い社会づくりに参画するための力を育む教育」と定義し
ている。
その教育内容について，国連ESDの10年国際実施計
画案では，3領域15分野を示している。3領域とは，⑴
社会・文化，⑵環境，⑶経済とし，15分野を，⑴には人
権，平和と人間の安全保障，男女平等，文化の多様性・
文化間理解，保健・衛生意識の向上，エイズ予防・患者
の家族の生活保障，行政管理能力の7分野，⑵には，自
然資源，気候変動，地域格差の是正，持続可能な都市
化，災害の防除と被害の軽減の5分野，⑶には，貧困削
減，企業責任，市場経済の3分野に分けている。
また，ESDで育むべき価値観について，①人間の尊
厳，②経済・社会的公正，③文化的多様性の尊重，④環
境の尊重，⑤将来世代への5つの概念を示した上で，①
自分で感じ考える力，②問題の本質を見抜く力，③多様
な価値観を認め尊重する力，④自分が望む社会を思い描
く力，⑤他者と協力して物事を進める力，⑥地域や国，
地球の環境容量を理解する力，⑦具体的な解決方法を生
み出す力，⑧自ら実践する力，⑨気持ちや考えを表現す
る力の9つの能力を定めている。
これらの学習内容の関連，能力育成には，多種多様な
学習方法を構築することを強調している。
3．共通性と類似性
本節では，世界遺産教育とESDの概念を比較した場
合，どのような共通点と相違点があるのか，確認してお
きたい。すでに述べたように，世界遺産教育は1994年，
ESDは2005年以降，本格化したものである。
共通点は，地球市民的な目標であること，未来志向で
あること，生物多様性の教育であることを指摘できる。
これらは，従来の教科教育や環境教育などとも異なる点
でも一致する。
相違点は，世界遺産教育の場合，世界遺産の登録地を
対象とするのに対して，ESDの場合，地球全体を対象
とする。よって，地理的空間には差異がある。
他方，両者のつながりでは，世界遺産教育の延長線上
にESDがあると考えられている。
Ⅲ．世界遺産教育とESDの地理授業開発
の課題
1．世界遺産教育の課題
世界遺産の種類には，文化遺産，自然遺産，複合遺産
の3種類があり，2007年以降，無形文化遺産が加わっ
た。そのうち，深刻な環境破壊などを受けているものを
危機遺産として登録し状況を監視・管理している。
世界遺産教育は，上記の遺産が対象となる。それ以外
の遺産（例：国指定の文化財）も，学術的評価を受けた
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ものであり，世界遺産教育の考え方は適用できる。
世界遺産教育の課題は，世界遺産の観光活用と比較す
れば，その認知度が低い点にある。その要因は，世界遺
産の登録前後に，観光業界における観光資源化，自治体
における地域活性化という思惑が優先されることにあ
る。こうした傾向は，文化財の指定でもみられたことで
はあるが，地方自治体，国，世界といった管理規模が大
きくなるに従い，より強くなる。その結果，貴重な教育
情報の発信が，不十分または形骸化していくことも少な
くない。今回取り上げる「サッポロビール工場跡地」
は，貴重な歴史的建造物として北海道遺産の選定を受け
ている。北海道遺産の目的の1つとして，選定遺産を後
世の人々に受け継ぐことを指摘している。ゆえに，北海
道遺産の考え方は，世界遺産教育の趣旨に合致するもの
と考えた。
ただ，学校教育では，歴史学習を中心に教材として世
界遺産を取り上げることについて推進している。その対
象は，文化遺産を中心としたものである。そのため，多
様な教科での活用とはなりにくい。現状では，世界遺産
教育を学校教育へ導入することに偏りがある。
2．地理教育のESDの課題
すでに述べたように，日本におけるESDは，2008年
の教育振興基本計画や旧版学習指導要領（解説）に明記
された。教育振興基本計画では，ESDを持続発展教育
と示し，持続可能な社会の構築を目指すことを強調して
いる。
泉（2012）によれば，地理教育とESDの関係を以下
のように指摘している。地理教育は，「より良い地域を
創造するための市民性を育むための教科」と定義し，最
終目標として「問題解決・政策提言の過程を重視し，地
域において世界とのつながりを視野に入れながら積極的
に行動する市民の育成」にあると指摘する。そのため，
最終目標が，ESDの概念と一致することを強調してい
る。また，方法論においても，地理教育が，学際的・総
合的性格を帯びた教育分野であることを共通点としてい
る。
地理教育のESDの課題は，理論の構築に関する内容
が先行した結果，学校教育における授業開発やその検証
が遅れ，現時点で十分な広がりとなっていない。現場の
社会科（地理）教員でも，ESDの言葉を知らないこと
がまだある。
中学校社会科の場合，地理的分野や公民的分野でESD
に関連する内容を学習指導要領で確認できる。その結
果，学習指導要領との関連を意識することで，学習対象
が限定的になりやすい。他方，ESDの目標を，持続可
能な社会の構築と考えれば，社会科の学習対象すべてが
含まれよう。よって，授業開発は，多様な学習対象から
のアプローチがあってもっとよい。
3．課題解決に向けた方向性
以上，世界遺産教育とESDの課題を述べてきたが，
ここではそれをふまえ課題解決に向けた方向性を示す。
筆者は，その中心教材として文化遺産の活用を，中心
教育として地理を想定している。それを土台として，地
歴融合の視点，世界遺産教育の視点，ESDの視点を関
連させ，中学校社会科地理の授業開発を目指そうとして
いる。
文化遺産は，学術的評価を受け，保存指定されたもの
であるが，実物教材としての評価も高い。それは，歴史
教育に限らず，地理教育でも同様と考えた。文化遺産
は，単体または複合体に限らず，特定の地域に位置する
ものである。その成立には，周辺の地理的環境の考察を
必要とする。よって，地理からのアプローチも重要と考
えた。地域の変容では，文化遺産を活用することで，過
去の地域の様子を理解することができる。そのため，文
化遺産は，地歴融合の視点にも適するものと判断した。
世界遺産教育の視点は，対象教材として世界文化遺産を
含むことが多い。また，世界文化遺産ではなくても，文
化財であれば，世界遺産教育の考え方を適用することは
できる。ESDの視点は，未来の時間軸を考える上で有
効と考えた。文化遺産は，ある時点で，その存在を評価
され，より適切な保存保全につなげようとするものであ
る。すなわち，文化遺産の価値を次世代にどのように伝
えていくか，考えていく必要がある。
本来，世界遺産教育やESDは，学校全体で取り組む
ことが望ましい。しかしながら，日本では，まだそのよ
うな体制になっていない。その課題解決として，筆者
は，教科学習の中で，これらの視点を含む授業開発の意
義を強調したい。とりわけ，新しい教育活動は，既存の
ものと区別し，新設することが少なくない。新設すれ
ば，他の教科などの学習時間が犠牲となる。また，教材
研究をはじめとする授業準備の負担も増す。そのような
負担を抑えるため，既存の学習内容に組み込むことを前
提とする。次章で示す地理授業の開発も，その考え方に
基づく。
Ⅳ．文化遺産を活用した地理授業の開発
本章では，日本の諸地域学習のうち，北海道地方を対
象として，地理授業の開発を行う。北海道地方の単元計
画を4時間として，文化遺産の活用を，2時間目と3時
間目で想定した。日本の諸地域学習では，地域的特色を
中核的事象と関連事象との組み合わせを通じて学習する
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ようになっている。よって，中核的事象は「文化の歴史
的背景」，関連事象は「自然環境」「産業」として取り上
げる。以下では，その授業構想を示す。また，文化遺産
として，ビール工場跡地（歴史的建造物＝北海道遺産選
定）を用い，北海道の地域的特色（教科学習），世界遺
産教育，ESD，地歴融合といった視点が，授業開発の中
でどのように関係するのか，図解したい。なお，歴史的
背景として，ビール工場跡地を用いる理由は，以下のと
おりである。現在，北海道地方における産業立地・分布
は，開拓政策により，根付いたものが多い。そのこと
は，産業立地の地域的特色にもなっている。とりわけ，
明治期は，地元民間資本はほとんどなく，中央政府によ
る資本投下により，産業立地の基盤を築いた。ビール工
場の立地，酪農や石炭採掘などはその代表的なものであ
る。
その後，ある程度の企業経営の安定化したところで，
民間資本に払下げを行い，産業立地を定着させた。その
過程では，自然環境との関係も検討されている。外国技
術の導入も，北海道と地理的環境が類似する外国地域の
ものを参考とした。
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図1 教科学習とESD・世界遺産教育の関係性
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図2 中核的事象「文化の歴史的背景」文化遺産の活用と地域
的特色の関係
注）歴史的建造物（文化遺産）を活用した上での空間軸（北海
道）と時間軸（明治期～現在）を地歴融合の視点と考えた。
1．単元目標
北海道地方の基本的な地理的知識を押さえ，「文化の
歴史的背景」を中核としながら，地域的特色について発
問や諸資料をもとに思考し，その結果，北海道地方の全
体的な特色を理解できる
2．単元計画
過程 主な学習内容・活動
1時間目 【基本的特色】
・北海道の位置と周辺
・主な地形（山脈・河川・平野）
・気候（植生・積雪寒冷地）
・主な自然災害（火山・地震・雪害など）
・主要都市（札幌）と地方都市
・主な産業（農業・漁業・観光業）
・アイヌ文化（地名由来）
2時間目
（本時）
【明治期の産業立地】
・開拓政策（各種産業の立地）
・食品加工業の立地（例：ビール）
・外国農法の利用
3時間目 【大正・昭和期の産業立地・発展】
・主な産炭地（石狩炭田）
・工業，エネルギー資源としての活用
（道外の工業立地・発展）
・現在の産炭地の様子（人口流出など）
4時間目 【北海道の全体的特色】
・国策としての産業立地，推進
・自然環境を活かした産業立地
・農水産物の移出，輸出量が多い
3．本時案
1）授業目標
●北海道地方は，明治期以降，開拓政策によって，外国
の技術を用い，地理的環境に応じた産業立地の確立を
目指したことを理解できる。
●それが以後の産業立地の地域的特色につながったこと
を理解できる。
●学習内容に関係する現代の地域課題に気付き，その解
決に向けた自分の考えを表現できる。
2）授業展開
教師の働きかけ 主な学習活動
導入15分 前時の確認
●この名称に共
通する産業はな
に？
「キリン・アサ
ヒ・サントリー
・サッポロ」
○4つは，ビール会社で
あることを理解できる。
また，サッポロのみ地名
であることに気付くこと
ができる
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展開30分
思考・共有
各10分
●この写真（図
1・2）は，
「サッポロファ
クトリー」（商
業施設）の一部
です。ところで
昔は，この建物
は，何に使用し
ていたのか【産
業】
●なぜ，明治政
府（開 拓 使）
は，ビール醸造
に力を入れたの
か【自然環境】
●生産したビー
ルは，初めどこ
に移出されてい
たのだろうか
【他地域との結
びつき】
○「ファクトリー」は工
場の意味。「サッポロ工
場」から，「旧札幌麦酒
醸造所」であることを推
測できる。
○新しい農業開発と北海
道の地理的環境の適性
（気候・水）からビール
醸造所の立地が選択され
たことを推測できる。
（グループ学習）
○東京をはじめとした道
外地域に移出していたこ
とを推測できる（人口集
中地域）。
まとめ5分 ■解説・説明
ビール醸造所の
立地は，国策と
してすすめられ
たこと。その立
地には，北海道
の自然環境の適
性があったこ
と。生産物を通
して，他地域と
の交流があった
こと。
現在の北海道地
方（産業立地）
の地域的特色
は，明 治 期 以
降，形作られて
きたこと（文化
遺産の保存活用
の役割）。
○北海道地方の地域的特
色を理解した上で，関係
する現代の地域課題
（例：産業構造の問題，
エネルギー問題など），
その解決に向けた自分の
考えを示すことができ
る。
【学習課題／歴史的背景】
なぜ，サッポロビールは，明治期に札幌の
地で誕生したのだろうか？
3）授業評価
●北海道地方の地域的特色が，開拓政策，自然環境の適
性と産業立地，他地域との交流といった関係性により
形成されてきたことを理解できる【知識の習得】。
●北海道地方は，明治期以降，開拓政策によって，外国
の技術を用い，地理的環境に応じた産業立地を目指し
たことを発問や諸資料の活用によって，思考判断でき
る【思考力・判断力・表現力等の育成／技能の習得】。
●学習成果をふまえ，現代の地域問題への気付きや問題
解決に向けた自分の考えを示すことができる【学びに
向かう力の涵養】。
○世界遺産教育の視点
旧札幌麦酒醸造所の保存活用の役割
○ESDの視点
文化遺産の活用を通じた現代的意義の認識
現代の地域問題の認識
問題解決に向けた自分の考えの表現
○地歴融合の視点
【地理】空間軸（北海道）と時間軸（明治期～現在）
【歴史】文化遺産の教材活用の関係性
Ⅴ．おわりに
本稿では，中学校社会科地理における文化遺産を活用
した授業開発を行った。その過程では，ESDや世界遺
図3 サッポロファクトリー（旧札幌麦酒醸造所）の様子
（2014年8月撮影）
図4 旧札幌（開拓使）麦酒醸造所見学館の様子
（2014年8月撮影）
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産教育の概念，地歴融合の視点を関連させた。授業開発
のねらいは，北海道地方の地域的特色について文化遺産
を活用（文化の歴史的背景）しながら，関連事象とのつ
ながりを考え，理解させようとするものであった。加え
て，文化遺産の活用を通じて，世界遺産教育，ESD，地
歴融合，との関係を考え，発展学習につなげようという
意図もあった。
今後の課題として，世界遺産教育，ESD，地歴融合と
の関係によるつながりをもう少し具体化していきたい。
とりわけ，ESDは，2014年末に一つの区切りとしてま
とめを行い，取り組み成果と課題が整理された。これら
の課題を確認しながら，本稿の内容を再検討し，修正・
改善を引き続き行いたい。
付記
本研究の一部において，北方圏学術情報センターによ
る研究助成を受けた。
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